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整 理 番 号  2024P-427 

補助事業名  2024年度 緊急的な対応を必要とする事業への支援 補助事業 

補助事業者名  特定非営利活動日本リザルツ 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

2024年1月1日に発災した能登半島地震及び同9月の奥能登豪雨の被さい者を対象と

して、主に被災弱者である高齢者にフォーカスして、避難所・仮設住宅・その他被災

者の多く集まる施設を巡回し、身体的にも精神的にも負荷が軽くなるような様々な施

策を行う。 

 

（２）実施内容 

 ①生活の質改善に繋がる高齢者見守り 

http://resultsjp.sblo.jp/article/190855313.html 能登支援活動をお手伝いして 

http://resultsjp.sblo.jp/article/191098909.html 三波公民館復興マルシェで老眼鏡配布 

 

元旦突然の地震で、着の身着のままで避難した被災者の多くは、家族や、行政担当

者と接触するのみで、被災で受けた心身のストレスを解消するはけ口が乏しい。その

ため、私どもが被災者の居住場所に出向き、被災時の苦労や心痛、避難後の生活再建

に向けた悩みなどを無理のない範囲で聞き取り、傾聴としてストレス緩和に資する。 

当初は、金沢市とその周辺の避難所・温浴施設等を訪問、秋以降は能登地域の仮設

住宅や公民館等を巡回。 

  

金沢市・金石荘（温泉）での配布活動（4月） 能登町・三波公民館での配布活動（10月） 

http://resultsjp.sblo.jp/article/190855313.html
http://resultsjp.sblo.jp/article/191098909.html
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  ②生活に潤いを与えるレクリエーションなどへの取組 

http://resultsjp.sblo.jp/article/191144418.html 鵜川公民館で老眼鏡配布と健康相談 

http://resultsjp.sblo.jp/article/191286102.html 笑顔の花を咲かせましょう＠藤波館 

 

避難所から地元に戻り、被災の記憶が和らぐにつれ、生活に潤いや楽しみが欲しくなるも

のである。クリスマス会を開催、協力企業から頂いた物品を贈呈したり、日本リザルツの保

有する宿舎に学生ボランティア団体に泊まってもらい、地元の方との交流会などを実現した。 

また3月には、能登町役場でワークショップを開催、被災に伴う苦労や、避難生活をより

快適に過ごすための課題の洗い出しや今後の復興の在り方について討議するワークショッ

プを開催した。 

 

能登町公民館でクリスマス会を開催（12月） 

http://resultsjp.sblo.jp/article/191144418.html
http://resultsjp.sblo.jp/article/191286102.html


（別紙５） 
 

   

鵜川公民館で医師を招いて健康相談（11月） 愛知学泉大・短大の学生との交流会（3月） 

２ 予想される事業実施効果 

能登地域は高齢化・過疎化が進展しており、震災以前から地域の活性化が課題とな

っている。外部からの支援者や、関係人口となる人と触れ合う機会を増やすことが、

地域住民、特に高齢者に良い刺激となり活力を与えることになる。高齢者にとり暮ら

しやすい地域を再構築すること、ひいては若年層・壮年層にも活力をもたらすことが

復興の第一歩に繋がると期待される。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

「能登半島復興作戦会議」議事録 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動日本リザルツ（ニホンリザルツ） 

住   所： 〒100-0013 

東京都千代田区霞が関３-6-14三久ビル 

代 表 者： 理事長 白須紀子（シラス ノリコ） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 会計担当 日比野賢一（ヒビノ ケンイチ） 

電 話 番 号： 03-6268-8744 

F A X： 03-3597-3448 

E - m a i l： results.japan@gmail.com    

U R L： http://resultsjp.org/ 

http://resultsjp.org/

